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ダウンコンバータ付きパラボラアンテナによる 

９～１３ＧＨｚまでの測定 
 

 
■ 具体的な応用例 
パラボラアンテナで受信した７.９～１４.５ＧＨｚの信号を、パラボラアンテナに付いているダウンコンバータで低周波

に変換することにより、ＭＳＡ３３８において５０ｋＨｚ～３.３ＧＨｚ帯の信号として測定することが出来ます。 

 
■ 内容 
 使用アンテナ ：４５型ＣＳアンテナ ＣＳＡ-４５３Ｗ４Ｋ（ＤＸアンテナ製） 

 周波数帯域 ：７.９～１４.５ＧＨｚ 

 ※ダウンコンバータ内のＬＰＦをカットします。 

※ローカル周波数は１１.２ＧＨｚです。 

 

■ ブロック図と測定方法 
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図１ ブロック図 

 
アンテナ部と電源供給部はＦ型ケーブルで接続します。また、アンテナ側はケーブルは直に取り付けられてます。 

電源供給部とＭＳＡ３３８はＳＭＡケーブルで接続します。 
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図２ 測定イメージ図 

 
現場では図２のように片手でアンテナ部を､もう一方の手でＭＳＡ３３８を持ち、肩から電源供給部を下げて測定を行

います。 

※電源供給部は弊社で準備します。 
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■ 測定周波数と受信周波数の関係 
３.３ＧＨｚ帯以上の信号をダウンコンバートし、その信号をＭＳＡ３３８で測定するため、実際にパラボラアンテナ

で受ける信号(受信周波数)とＭＳＡ３３８に表示する信号(測定周波数)の周波数は違います。又、測定範囲も限られ

ています。 

下記に受信周波数から測定周波数を求める計算式を示します。 

 

[計算方法] 
受信周波数が１１.２ＧＨｚ以下のとき： 

測定周波数(ＧＨｚ)＝１１.２ＧＨｚ－受信周波数(ＧＨｚ) 

受信周波数が１１.２ＧＨｚ以上のとき： 

測定周波数(ＧＨｚ)＝受信周波数(ＧＨｚ)－１１.２ＧＨｚ 

※但し、ローカル周波数は１１.２ＧＨｚであり、測定周波数は３.３ＧＨｚ以下になること。 

   

上式より、受信周波数は、 
  ７.９～１１.２ＧＨｚおよび１１.２～１４.５ＧＨｚ 

となります。但し、パラボラアンテナの受信感度により、 

  ９.７～１１ＧＨｚおよび１１.４ＧＨｚ～１２.７ＧＨｚ 

に狭まります。 
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